





社会の文化， 政治的背景， 伝統， 習慣と密接な関わり を持っている。 中国
人の呼称は， 日本人のとど う い う違いがあるか， 親族を紹介する際や中
国語の小説を読む時に呼称についての正しい理解が必要になる。
宗法社会の特徴は血縁のきずなを重視する こ とにある。 親子， 夫婦，
兄弟及び親戚関係の構成によ って， 家族を中心に， 血統の遠近によ って
親疎を区別する人間関係を作る。 中国人の一族の構成員においては， 縦
と横の関係がはっき り区別されてお り ， それぞれの立場・身分に対応した
呼称語がある。
「イ ト コ」 とい う呼称語は中国人から見ると漠然と した感じがする。 中
国人に親戚の 「イ ト コ」 を紹介する時に父方のか， 母方のかをはっき り説
明しないとその関係について相手に聞かれる。 できるだけ 「堂」 （父方）
か 「表」 （母方） かをはっき り説明した方がいい。
中国では何千年にわたる封建社会の歴史があったため， 親戚の親疎関
係や長幼の順序 「輩分」 がはっき り区別される。
中国人は， 家族のこ とについて話す際， よ く 「尊称」 「謙称」 を用いる。
相手の家族に対する尊敬の気持ちを表わすために 「尊称」 と して 「令」 を
用い 「令×」 とい う。 自分の家族に言及して目上の人に紹介する場合に
は， 「謙称」 とするために 「家」 （jiä） を用いて 「家×」 と言う。
日本人の家庭では， 妻が夫に第二人称代名詞 「あなた」 をそのまま用
キーワー ド ： 中日呼称語の文化背景， 「宗親」 と 「輩分」， 家族呼称の対照
０， はじめに
親族呼称の問題は， 人類の社会的属性や人間関係の価値観を反映し， その社会の文化，
政治的背景， 伝統， 習慣と密接な関わり を持っている。 親族呼称の問題はやさ しいよ うで，
実に複雑な要素が多い。 文化人類学者や言語学者などに注目され， 言語文化学の研究課題
の一つでもある。 人間の社会における コ ミ ュニケーシ ョ ン活動においては， 面談にしろ，
電話にしろ， 書簡にしろ， 人を呼称する こ とは欠かせない。 呼称の問題は， 文化的背景と
深い関わ りがあるため， 中日両国の文化の違いによって， 親族関係の表現には対応語を考
える こ とができるものもある し， できないものもある。    
例えば， 中国語と日本語の 「悟悟 /宮宮」 (兄 /弟 )， 「純純 /鍛鍛」 （姉 /妹） は性別と上下
の関係をはっき り区別して使用される。 これは中日の呼称語の共通した点の一つだと言え
よ う。 英語と ド イツ語などの言語では brother/sister, Bruder/Schwester とい う よ う に上下関
係がな く ， 性別だけを区別して， 使用される。 しかし， 日本語の 「イ ト コ」 は 「父または
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い， 子供がいれば， 子供を介して 「お父さん」 と 「お母さん」 と呼んでい
る。 このよ うな呼び方が， 日本ではやは り圧倒的に多い。 しかし， 中国
では， こ う い う現象は大変少ない。 中国人は， 「輩分」 についての意識が
強く ， 「慰慰」 とい う にしても， 誰の父か， 人称代名詞ではっき り と限定
する こ とが重要である。 中国では， 日本人の家庭で普段使われている呼
称語抜きの 「おい」 「ねえ」 「ち ょ っ と」 或いは 「おまえ」 「あなた」 「き
み」 とい う よ うな呼び方は， 夫婦喧嘩の時以外には使わない。








母の兄弟 ・姉妹の子。」 （広辞苑） と説明されるが， こ う い う呼称語は中国人にと って， か
な り分か り に く い。 分か り に く い理由の一つは， 父方のか， 母方のかとい う疑問である。
二つ目は， 話題の 「イ ト コ」 は， 男性なのか， 女性なのかとい う こ とである。 三つ目は， 話
し手よ り年上か， 年下か， お互いの立場はど うい う こ とになるだろ う。 「おじいさん」 「お
ばあさん」 「おじ さん」 「おばさん」 もそうである。 「宗親」 （父方） を指すのか， 「外親」 （母
方） を指すのかがはっき り分からないとい う思いがする。
逆に中国語を勉強する日本人にと っては， 中国語の呼称語が多く ， あま り に複雑なので，
どのよ う に使えば良いか戸惑う こ とが多いだろ う と思われる。 異国の呼称法を理解する こ
とは中国人にと っても， 日本人にと っても， やさ しいこ とではない。 と りわけ実際に接す
る相手およびその人に関連する親族をど う呼んだらいいのかは一番頭の痛いこ との一つで
ある と も言えよ う。
初対面の中国人にどのよ うな呼称語を使えばよいか， 中国人の呼称は， 日本人の呼称と
ど うい う違いがあるかとい う こ とだけではな く ， 親族を紹介する際や中国語の小説を読む
時にも呼称の持つ意味についての正しい理解が必要になる。





中国では長い間 「宗法」 社会が続いてきた。 宗法社会の特徴は一族の血縁のきずなを重
視する こ とにある。 すなわち親子， 夫婦， 兄弟及び親戚関係の構成の中で， 家族を中心に，
血統の近遠によって親疎を区別する人間関係を作る。 それに加えて上下の別を明らかにし
ながら， 呼称語が厳格に使い分けられている。 日本語は， 英語と同じ く父方であれ， 母方
であれ， 親の兄弟姉妹を男性は 「オジサン」 （uncle）， 女性は 「オバサン」 （aunt） とい う。
さ ら に， その配偶者を 「オジサン」 「オバサン」 とい うのが一般的のよ うだから， も し 「オ
ジサン」 と 「オバサン」 を中国語に直すと直接的には 「荻幻， 輔幻， 甲健， 硝硝， 厂幻…」
と 「荻銚 （寄第）， 部銚， 甲銚， 硝銚， 厂銚…」 となる。 も う少し遠い意味を含めた場合に
は， 「銘荻幻， 銘輔， 燕硝， 燕厂健」 とい った呼称語も 「オジサン」 にあたる こ とになるだ
ろ う。 上に挙げた日本語の 「イ ト コ」 に戸惑いを持つのと同様で， 「おじいさん」 「おばあ
さん」 「おじ さん」 「おばさん」 とい う呼称語は中国人には十分に言葉になっていないよ う
に感じ られる。 「宗親」 （父方） なのか， 「外親」 （母方） なのかとい う こ とについて， 普通
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の中国人は根掘り葉掘り こだわらないと認識が落ち着かない。 日本人はこ う い う こ とをあ
ま り意識しないよ うで， 中国人のよ う に厳密な区別をしない。 中国語の場合， 親戚を紹介
する時に父方のか， 母方のかをはっき り させる意味がほんどの呼称語にある。 この点は，
中日両国語の呼称における大きな違いであると言えよ う。
「宗親」 と 「外親」 は， 自分と血縁関係を持っているので合わせて 「血親」 と も言う。 な
ぜ中国人はそんなに う る さいほど 「宗親」 （父方） と 「外親」 （母方） を区別するかとい う
と， 中国には， 歴史上長く ， 代々の家系を継ぐべき男の存在がかな り重く見られてきたこ
とがある。 父親は， 一家の長であ り ， 「群幗碓嘛， 並涙寄弌， 例誼廨佩， 駅徂摎噐社海」 （幀
趙， 『幀徨社撰』） （凡そ諸々の卑幼なるものは， 事の大小とな く専行するを得ず， 必ず家長
に咨稟すべし） とい う意識がかな り強い。 父方につながる血縁が一族と見なされている。
女の子は， いずれ嫁に行き， よその家のために子孫を育てるので一族の一員と しては軽く
扱われてきた。 こ こから 「男尊女卑」 の習慣が根強く行われる こ とになったのだが， 中国
では， こ う い う宗族意識が大変強いのである ｡特に， 農村の老人の目には， 「内孫」 と 「外
孫」 では， 現代でも， 重みが違う こ とになる。 数千年に亘って， 父系の大家族制を維持し
てきた中国では呼称語が一族と家庭におけるそれぞれの立場を基準にして細か く区別され
てお り ， 身分 ・ 立場の違いを表わす呼称の使い分けが発達した。 家庭を中心にして一族を
「宗親」 （父方） と 「外親」 （母方） に分け， これを土台と して親戚の親疎関係や長幼の順序
「輩分」 がはっき り規定される。 「幻狼社会」 の数千年の伝統が， どの一族でも家庭でも 「外
親」 よ り 「宗親」 の方を大事にさせる こ とになった。
伝統的な中国社会においては， 一族と家庭が一番基本的な単位と して重い意味を持って
いた。 人の身分， 地位， 価値， 権利， 義務， 責任などは家庭， 一族と密接につながる。 家
庭構成員の一人が失敗したら家族の失敗でもあ り ， 一人が栄光に輝けば， それは家族の名
誉でもあると見なされた。 昔， も し家族の一人が科挙の試験に合格して高官になれば， 中
国では 「家門有幸」 （一族の幸福である）， 「光宗耀祖」 （祖先の名を上げる） と言われたも
のである。 逆にも し一人が罪を犯したら， その刑罰は一族に及んだ。 『尚書･泰誓上』 に 「罪
人以族」 （人を罪するに族を以ってす） とあ り ， 孔安国の 『伝』 に 「一人有罪， 刑及父母，
兄弟， 妻子」 （一人に罪あれば， 刑は親， 兄弟， 妻子にも及ぶ） とい う言葉がある。 『隋書･
刑法志』 には 「罪及九族」 （罪は九族に及ぶ）（注 1） と あるが， 歴史上， 明の成祖は， 方孝儒
を処刑した時 「十族」 まで殺したとい う説もある。 「九族」 に加えて， 方孝儒の家に来た弟
子まで殺されたとい うのだ。 このよ うな考えは古代だけではな く ， 中国ではプロレタ リ ア
文化大革命の初期に世の表に現れて， かな り広く流行する こ とになった 「龍生龍， 鳳生鳳，
老鼠生児会打洞。」 （龍は龍を生み， 鳳凰は鳳凰を生む。 鼠が子を生んでも壁に穴をあける




そして， 人が一族や家庭でどのよ うな位置にお り ， どのよ うな存在であるかが非常に重
要である。 これは栄辱にも， 生命にも関わるものだから， はっき り と厳密にしなければな
らないわけである。 それで， 中国人の一族の構成員においては， 縦にも横にも関係がはっ
き り区別されてお り ， それぞれの立場･身分に対応した呼称語がある。 その弁別を明らかに
するために古くは漢代の辞書 『櫛囘』 が 「瞥牌鐙」 において， 親族関係を詳し く説いてい
る し， 現在では， 『親族呼称辞典』（注2） や 『漢語称謂詞典』（注3） などの呼称辞典が出版され，
『親族呼称辞典』 には親族に関する呼称語が 3500語も収録されている。 『漢語称謂詞典』 に
は古代と現代の呼称語が1875語収録されているが， そのう ち， 親族関係を示す呼称語が977
語にも及んでいる。 本稿では， 現代中国語でよ く使われる親族関係の呼称語を中心に 62語
を取り上げた。 それを日本語と対照しながら表にまとめてみると以下のよ う になる。 （表①
～④）
中国語と日本語の親族呼称語の対照一覧表 ：  




書面語呼称 呼びかけ 書面語呼称 呼びかけ
奚怕幻 湊勵勵 曾祖父 ひいおじいさん
奚怕銚 湊通通 曾祖母 ひいおばあさん
怕幻 勵勵 祖父 おじいさん
怕銚 通通 祖母 おばあさん
幻牌 慰慰 （漁） 父 おと う さん， と う ちゃん， と っつあん，
おと う さま， ちち うえ， パパ
銚牌 第第 （弟） 母 おかあさん， かあさん
かあちゃん， おふく ろ， ママ
儘 悟悟 兄 （お） にいさん， あにき， あんちゃん
宮 （名前） 宮宮 弟 （名前）
純 純純 姉 （お） ねえさん， ねえちゃん
鍛 （名前） 鍛鍛 妹 （名前）
隅徨 （名前） 息子 （名前）
溺隅 （名前） 娘 （名前）
柾徨 （名前） 内孫 （名前）
柾溺 （名前） 内孫 （娘） （名前）
奚柾 （名前） 曾孫 （名前）
奚柾溺 （名前） 曾孫娘 （名前）
表② 「宗親」 （父方） 傍系の呼称






書面語呼称 呼びかけ 書面語呼称 呼びかけ
父の兄 荻幻 寄荻， 寄勵 伯父 （おじ） おじ さん， おじ さま，
名前＋おじ （さん）
父の弟 輔幻 輔輔 叔父 （おじ） おじ さん， おじ さま，
じ じい， 名前＋おじ さん


























兄弟の息子 峩徨 峩隅 （名前） 甥 （おい） （名前） （名前＋君， ちゃん）
兄弟の娘 峩溺 峩溺隅 （名前） 姪 （めい） （名前） （名前＋ちゃん）
兄弟の孫 峩柾 峩柾徨 （名前） （名前） （名前＋ちゃん）
兄弟の孫娘 峩柾溺 峩柾溺隅 （名前） （名前） （名前＋ちゃん）
本人との関係
中国語 日本語
書面語呼称 呼びかけ 書面語呼称 呼びかけ
母の父 翌怕幻 析勵， 翌巷 祖父 おじいさん
母の母 翌怕銚 積積， 翌禿 祖母 おばあさん




母の姉妹 厂銚 厂， 厂第 伯母， 叔母 （おば） , おばさん， 名前＋おば （さん）
母の兄弟姉妹の息
子で自分よ り年上
























翌副 （名前） 甥 （おい） （名前） （名前＋君， ちゃん）
自分の姉妹と妻
の姉妹の娘
翌副溺 （名前） 姪 （めい） （名前） （名前＋ちゃん）
娘の男の子 翌柾 （名前） 孫 （まご） （名前）
娘の女の子 翌柾溺 （名前） 孫 （まご） （名前）
表④ 姻親 （話者との血縁のある者の配偶者関係） の呼称
本人との関係
ご覧の通り ， 中国語の親族関係の呼び方は， 日本語と比べると種類が多く ， 複雑である。
日本語では兄弟 （姉妹） の子供は， 「甥」 と 「姪」 の二つであるが， 中国語では， 兄と弟の
子供は， 男の子は 「峩徨」， 女の子は 「峩女」 であ り ， 姉と妹の子供は， 男の子は 「翌副」，
女の子は 「翌副女」 であるとい う よ う に同じ宗族 （同姓となる） か， そうでないか （伝統的
には異姓） がはっき り区別されている。 この他に， 親族関係における遠い親戚の呼称の前
に 「銘」 或いは 「燕」 を付けて親族関係を表わす。 「銘輔」 とか 「燕硝」 とか言う ものであ
る。 この場合も 「銘」 は同じ宗族であ り ， 「燕」 は宗族以外である こ とを示す。 中国人は自
分よ り目上の人には， 自分との関係を示す呼称で呼ぶが， 自分よ り目下の人には姓抜きに
して， 名前を呼ぶか， 或は 「小名」 （幼名） （家庭内の愛称） で呼ぶのが普通である。 「小名」
とい うのは中国人の家庭における独特の呼称で， 家庭によっては， 子供に 「小名」 をつけ
る習慣がある。 「小名」 は大体縁起のよい言葉を選び， 力の強い動物名や子供の特徴などで
つける こ とが多い。 男の子に 「虎子」 「牛牛」 「弌砥」 「鉄柱」 …， 女の子に 「罎罎」｢弌鍛 ｣
「貝貝」 …などがよ く見られるものである。 こ う い う呼び方は家庭内の目上の人が目下の人
に対する場合や兄弟， いと こ同士の間でのこ とに限られている。 子供が大人になったら，
自然に 「小名」 では呼ばれな くなる。 こ う い う現象は日本人の家庭にはないだろ う。 中国
人と日本人は共に一族・家庭内で名前を呼ぶ時， 殆ど姓抜きである。 中国人の家庭では姓を






書面語呼称 呼びかけ 書面語呼称 呼びかけ
父の兄の妻 荻銚 寄第， 寄弟 伯母 （おば） おばさん， おばちゃん
おばさま
父の弟の妻 部銚 部徨 （部） 叔母 （おば） おばさん， おばちゃん
おばさま








母の姉妹の夫 厂幻 厂幻 伯父， 叔父， （おじ） おじ さん， おじちゃん
おじ さま
兄の妻 菱徨 菱徨 兄嫁 （義姉） お姉さん
弟の妻 宮榔 （名前） 宮鍛 （義妹） 名前＋ さん
姉の夫 純健 純健 姉婿， （義兄） お兄さん
妹の夫 鍛健 名前 妹婿， 義弟 名前＋ さん， 名前＋君
２， 中国語の呼称に現れる 「輩分」 の重み
「輩分」 とい う中国語は家族 ・親戚 ・友人間の親族関係の序列や長幼の順序による目上 ・
目下の位置付けを示す言葉である。 中国人同士の会話に時々次のよ うな言い方が出て く
る。 「厘曳麿弌匯渦」 （私は彼よ り一世代若い）， 「胎渦蛍， 麿頁厘議輔幻」 （世代から言う と，
彼は私のおじに当たる）。 このよ う に中国人社会では 「輩分」 が厳格に認識されながら， 人
間関係が行われてい く。 そして， 伝統社会の構成単位と しての一族 ・ 家庭の人数は， 少な
くて十数人， 多い場合には何十人であ り ， も っ と多くなれば何百人とい うのもある。 中国
の福建省， 広東省などの 「×家踉 （銘）」 （一族の先祖を祭ってある廟） には， 何百年と続
く家系図が収められている。 歴史の古い村の一大家族が代々そこで生活してい く う ちに人
数が次第に多くな り ， 一つの村の何十所帯， 何百所帯の人の苗字が同じであるとい う こ と
も特に珍しいこ とではない。 村に他の苗字の者が何人かいるかも しれないが， そうい う人
たちも大家族と何らかの婚姻関係によって親戚にな り ， 村の大きい血縁関係の網目に入っ
ている。 その中で 「宗親」 （父方） と 「外親」 （母方）， 「姻親」（注 4） 及び 「遠親」 （遠縁の親
戚） の弁別が呼称語の使い分けで規定されているのはもちろんのこ とであ り ， 更にそれに
加えて長幼 ・ 上下の順序がはっき り分けられている。 一族が大き くなるにつれ， 親戚の数
が多くな り ， 長幼と上下の順序が一致しないこ と もおこる。 二十歳過ぎた大人が五･六才の
子ど もを 「叔父」 と呼ぶこ と もあ り う るが， その五･六才の子どもがその大人を呼ぶ場合
は， 呼称語ではな く ， その大人の名前を呼ぶこ とになる。 も し 「輩分」 による目上 ・ 目下
の関係がなければ， 子供或は年下の人が大人或は自分よ り年上の人の名前を直接呼ぶこ と
はかな り失礼なこ とにな り ， そのよ うなこ とをすれば， 必ず周りの人から注意されるだろ
う。 このよ うな呼び方において礼か非礼かを規定するのは中国人が 「按輩分叫人」 （長幼の
順序によって， 人を呼称する） とい う慣習である。 しかし， 特別な人物に対して例外の場
合もある。 例えば， 鄧小平が健在の時に小中学生は鄧小平を 「桔勵勵」 と呼び， 普通の社会
人の大人は若い人でも 「桔小平」 と直接に名前を呼ぶこ と も珍し く なかった。 も し長幼の
順序によれば， 鄧小平は普通の中国人の 「祖父」 「伯父」 にあたるが， 中国人はやは り彼の
名前を呼び捨てにして呼ぶ。 「弌峠艇挫 ！ 」 （お元気でいら っ しゃいますか） とい う北京大
学の学生が天安門の前に出した横断幕が北京の人の心に印象を残したこ とがある。 こ こで
単に 「小平」 と言っているが， この言葉には公的存在と しての性格が特別に強く ， みんな
の大切な共有のものである鄧小平に対する親しみが感じ られ， 別におかし く思われる こ と
はない。
中国ではも し自分の兄 （姉） が自分よ り年下の人と結婚した場合， やは りその人を 「菱




前にも触れたが， 『櫛囘 ・瞥牌』 （p， 2121） に中国の封建社会における一族の親族関係の
呼称が詳し く記録されている。 曽孫以下， 更に玄孫， 来孫， 晟孫， 仍孫， 雲孫などが挙げ
られている。 日本の 『古事類苑』 「親戚上」 （p， 116～119） にもま った く同じ内容がある。
中国では何千年も前の封建時代から 「輩分」 をよ くわきまえる必要があ り ， 決して間違え
てはならないこ とである。 例えば， 「厘頁低勵勵」 （おれはおまえのお祖父さんだ）， 「低頁
厘柾徨」 （おまえはおれの孫だ） とい う よ うな表現に中国人は， 非常に敏感である。 もちろ
ん， 実際に祖父と孫の関係だったら， 全然問題はないが， そうでない相手にこのよ うなこ
とを言えば， 罵り言葉であ り ， 聞き手にと って大変大きな侮辱となる。 この場合， 「輩分」
の差が大きければ大きい程， 罵り の程度がひどいこ とにな り ， 喧嘩の元にもなる。 このよ
うなこ とは， 日本では恐ら く考えられないこ とだろ うが， 中国での呼称語の選択は常に相
手との関係を計りながら， 決定する必要がある。
日本語の親族呼称語は， 中国語との比較で言えば， 単純で一族の祖父母は父方にしろ，
母方にしろ， 「おじいさん」 「おばあさん」 と呼び， 親の兄弟姉妹も父方， 母方にかかわ り
な く ， 「おじ さん」 「おばさん」 と呼ぶ。 親族以外の一般の人に対しても， 親しい相手には
この呼び方が， 世代に応じて準用され， 自分と同世代の人で自分よ り年上だったら， 「お兄
さん」 「お姉さん」 或いは （名前＋ さん）， 自分よ り年下の人ならその名前を呼ぶか， 親し
く 「× ちゃん」 「×君」 と呼べばいい。 しかし， も し中国語で一族の間柄にあるものが相手
を呼ぶ場合， 少な く と も 「宗親」 か 「外親」 かを区別して言わなければいけない。 また， 古
代から同世代の人の間にも長幼によ って上下の区別がある。 年下の人は， 年上の人の名前
を直接呼ぶのは失礼なこ とになる。 しかし， 前に述べたよ う にも し 「輩分」 が上の人だっ
たら， 相手が自分よ り い く ら年上でもその人の名前を直接呼ぶこ とができる。 親族以外の
年上や目上の人を呼ぶ場合， 日本人は親しい年上， 目上の人を呼ぶ時に 「太郎オジサン， 次
郎ニイサン」 「花子オバサン， 明子ネエサン」 と呼ぶこ と もある。 似たよ うな呼び方と して
中国語では， 姓抜きに 「名前＋呼称語」 で 「万林叔叔」 「麗華唖厂」 と呼ぶこ と もできる。
この点については， 日本と中国とほぼ同じである。 と こ ろが， 親の兄弟 （姉妹） を呼ぶ場
合となる と， 日本語では 「名前＋ さん」 と呼ぶこ と もあるが， 中国語では， そうはいかな
い。 親族関係の 「輩分」 が上の人名前を呼ぶのは失礼なこ とである と見なされ， 許されな
い。 その代わ り に， 親の兄弟 （姉妹） が多い場合， 中国語では， その呼称語の前に年の順
に 「大」 「二」 「小」 などをつけて， 「大勵」， 「二大勵」， 「大伯」， 「老叔」， 「大甲」， 「寄厂」，
「老舅」 と 「二通通」， 「二伯」， 「二叔」， 「屈厂」 …などと呼ぶこ とになる。 自分の親以外
の親族呼称の前に 「大」， 「小」， 「老」， 「姓」， 「名前」， 序数を表わす （一を除く） 二， 三，
……」 を付ける こ とはご く普通にあるが， 「名前」 以外は， 日本語では用いられない言い方
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である。 （「大おじ」 はあるが， これは弁別の意味が違って， 祖父母の兄弟を言う こ とにな
る。）
と こ ろで， 日本語の 「イ ト コ」 とい う呼称語は， 中国人から見る と漠然と した感じがす
る。 その意味の範囲が実に広い。 中国人の習慣では， 自分の 「イ ト コ」 を人に紹介する際，
必ず 「宸頁厘議銘悟 （銘純， 銘宮， 銘鍛） 或いは燕悟 （燕純， 燕宮， 燕鍛） と親族関係と長
幼の立場まで具体的に紹介する。 中国語の 「銘×」 は， 父方の男兄弟の子供である， 苗字
が自分と同じ人に用いる。 「燕×」 は， 父方の姉妹の子供であるか 「甲燕とい う」， 母親方
の兄弟 （姉妹） の子供であるか 「舅燕 ,厂燕」， 或いは全く親戚関係のないこ とを示す。 こ
の場合， 苗字が普通自分と異なるのが一般的であるが， 同姓でも親族関係でなければ 「表
×」 となる。 日本人は， こ う い う関係をあま り重視しないよ うであ り ， 「イ ト コ」 とい う呼
称語では， このよ うな親戚関係の区別を表現しない。
「イ ト コ」 のこ と を中国人に話すこ とがあったら， 説明する際， できるだけ 「堂」 （父方
の男兄弟の子供） か 「表」 （父方の女姉妹の子供）， （母方の兄弟・姉妹の子供か） をはっき
り説明した方がいい。 そうすれば， 相手は落ち着いた気持ちで話を聞く こ とが出来るだろ
う。
３， 尊称と謙称
中国人は， 相手や話者自身の家族のこ とについて話す際， よ く 「尊称」 「謙称」 を用いる。
相手あるいはその家族に対する尊敬の気持ちを表わすために 「尊称」 と して 「令」 を用い
「令×」 とい う。 例えば， 「令尊」 （ ご尊父）， 「令堂」 （ご母堂） 「令正」 (奥様 )， 「令郎」 （ご
令息）， 「令愛」 （お嬢様） などである。
一方， 中国人は， 「礼者， 自卑遇尊人」 （礼とい う者は， 自ら を下し， 人を尊ぶものであ
る） とい う考えを持ってお り ， 目上の人との話しの中で自分の家族に言及する場合には，
「謙称」 とするために 「家」 (jiä)を用いて 「家×」 と言う。 例えば， 「宸了頁家父」 （「家母」，
「家叔」， 「家兄」） （こ ち らは父です） （母， 叔父， 兄） と紹介する。 自分よ り年下， 或いは
目下の家族 ・親族を言う場合の 「舎弟」 （弟）， 「舎峩」 （甥） などとい う表現もある。 この
よ うな表現は， 古風な言葉使いとい う感じ もあるが， 現在でも， 中国の古いタイプの文学
作品やインテ リ同士の書簡などにまだ見られる。 現代日本語の中にはこのよ うな 「謙称」
と しての専門語はない。 家族以外の人に対して言う場合， 尊敬語の 「お×」， 「ご ×」， 「×
さん」 （お父さん， お母さん， ご両親） を用いないで， 「父， 母， 両親」 とい う こ とによ っ




しかし， 現在は中国語で 「宸了頁厘怕幻 （勵勵）， 怕銚 （通通）， 幻牌 （慰慰）， 銚牌 （第




以前の中国では， 自分の配偶者のこ とを人に言う場合 「宸頁厘枠伏」 （こ ち らは私の主人
です）， 「宸頁厘嬋健」 （こ ち らは私の夫です） …， 或いは 「宸頁厘坪繁」 「宸頁厘曇徨」 「宸
頁厘析禿」 （こ ち らは私の家内です。） ……など三十ぐらいの呼び方が使われていたが， 新
中国になってから， 「嬋健」 と 「曇徨」 「析禿」 のほかに夫婦で共用できる 「握繁」 とい う
呼称が用いられるよ う になった。 最近では， また 「枠伏」 「析巷」 「湊湊」 とい う呼称が復
活している。
中国では， 「五四新文化運動」（註 5） の時から 「愛人」 (àiren)（註 6） と い う言葉が呼称語と し
て知識分子の間で使われ始めた。 最初は， 恋人のこ とを指していたが， その恋人と結婚し
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ても， やは り 「愛人」 を使い続け， しだいに， 配偶者のこ とを指す言葉になったとい う。 中
国人の理解と しては互いに愛し合い， 結婚している夫婦とい う意味となる。 日本語の 「愛
人」 の意味は中国語では 「情人」 とい う。 新中国になってから， 都市部で 「愛人」 が広く
使われるよ う になった。 これは年齢も性別も問わず， 夫にも妻にも使われるが， しかし，
銀婚とか金婚の時期を迎えた配偶者はこれを使う と， ど う もあま り合わないよ うな感じが
する。 むしろ 「老伴」 などの方がぴった りするかも知れないと私は思う。
「湊湊」 とい う古くからの呼称語が一時期は中国の言葉から消えてしま うほどであった。
何故かとい う と， 「析勵」 と同じで， 封建社会の搾取階級のこ とが連想され， 人民の敵とい
う語感を帯びたからである。 「析勵」 が （地方の） 地主や官僚と して庶民を威圧する存在を
恐れて， 呼ぶ言葉であったのに対し , 「太太」 は昔， 上層社会の既婚の女性に対する尊称で
あ り ， 使用人が女主人に対して用いた呼称でもあった。 日本語の 「奥さま」 「奥方」 に当た
る。 そして， 新中国の誕生から文化大革命が終了するまでは 「太太」 は毎日自分で労働せ
ずに， 人を使うばか りの “彿恢竣雫湊湊” （ブルジ ョ アの奥さ ま）， “郊湊湊” （お役人の奥
さま） とい う意味で批判のための言葉と して用いられていたので， 普段の生活に使う こ と
は， 多く の人が避けていた。 そのため， 誰もがそう した呼び方をする こ とにも抵抗があっ
たのである。 例えば， 友人の馬さんの奥さんを 「馬太太」 と呼んだら， 馬さんの奥さんは，
「そんな呼び方をしないでよ」 と ， すぐ抗議する。 抵抗を感じ る も う一つの理由と して，
「太太」 の前に夫の苗字を入れるので， あま り女性の人格を尊重していないよ うな意味がと
もなったこ と もある。 時には， 人を風刺する時に， 「太太」 が用いられ， 「慢寔№倖弌純湊
湊貌議， 嗽殿壜嗽殿拙。」 （彼女は， まるでお嬢様か奥様のよ うで， 汚いだの疲れるだのと，
いやがるのだ） と い う よ うな表現がある。 こ う して新中国の人々は改革開放の前までは
「太太」 とい う言葉に対してあま り良い感じを持たなかった。 と ころが， 1978年から改革開
放政策が取られるよ う になってから， 以前は， 夫婦関係を言う場合， 自分の夫 （妻） を人
に紹介する時に 「麿 （慢） 頁厘愛人」 と言うのが普通であったのに変化が生じて， 最近で
は， この 40数年間使い慣れてきた呼称語である 「愛人」 を言う人がだんだん少な くなる傾
向が現れている。 その代わ り に， 以前の中国で使われていた 「先生」 「太太」 が息を吹き返
すよ うになってきた。 香港などで使われている 「老公」 「太太」 を使う若者も多くなってお
り ， 中央テレビのコマーシャルにも使われている。 もちろん， 新旧の中国を貫いて生きつ
づけた 「丈夫」 「妻子」 （qïzi） がやは り よ く使われているのであるが， 最近， 海外の技術や
資金と共に香港， 台湾から 「太太」 とい う呼称語もあらためて持ち込まれて， 現在では， 北
京で耳にする こ と も珍し く な く ない。




る。 「四つ目の語彙と して， 人の妻を称する， 或いは夫が他人に対して自分の妻をいい， 多
くは人称代名詞を冠して用いる。」 と説明しているが， この解釈で相手の妻を指すとい うの
は適切だと言えよ うが， 自分の妻のこ とを言う とい う と こ ろには疑問がある。 も し， 他人
に自分の妻を 「太太」 と言っておかし く ないのなら， 彼は普通の中国人ではな く ， 権勢の
ある金持ちであるに違いない。 例えば， 「艇 （議） 太太附悶挫宅？ 」 （奥様は御元気ですか）
とい う質問に答えて， 「厘太太附悶挫， 謝謝 ！ 」 （私の奥さんは元気です。 あ りがと う。） と
い うのを聞けば， 普通の中国人はど う も， おかしいと感じるのではないか。 「厘愛人 （曇徨）
附悶珊挫。 仍仍 ！ 」 と答えれば， 自然だと思う。 こ う した語感には業界などによって， 差異
があるよ うで， 「太太」 とい う呼称語は， 商売をやっている人の間ではわ り あいよ く受け入
れられているが， 公務員や文化人の間では， まだ抵抗がある。 中国では労働者と農民は 「太
太」 とい う呼称語は用いない。
「夫人」 は， 既婚の女性に対する敬意を含んだ言い方である。 その敬意は当の 「夫人」 自
身に向けられる こ と もあるが， 多くは外交の場あるいは地位の高い人の妻を言うのに用い
る。 古代では 「天子之妃曰后， 諸侯曰夫人。」 （『礼記・曲礼』） （天子の妃を后といい， 諸侯
は夫人とい う） とい う意味であった。 唐の時代には， 一品の文武官の妻に夫人が用いられ，
明･清の時代になって， 一品に加えて ,二品官の妻も夫人と呼ばれるよ う になった。 このよ
う に歴史的に 「夫人」 の地位は高いものなので， 近代においても地位の高い人の妻を言う
時， 「夫人」 とい う呼称が慣用されるよ う になったのである。 「孫文夫人」 「主席夫人」 など
である。 今， 一般の人の妻に対する尊称になっていると も言われるが， 実状と しては外国
人に対して用いる こ とが多い。 それにしても， 現在自分の妻のこ とを 「夫人」 とい う中国
人も少な くない。 こ うい う人たちは恐ら く 「夫人」 が本来， 身分ある他人の妻を指す尊称
であったこ とを知らないため， こ う い う誤用をするのだと思われる。
「析育」 は 『中日辞典』 （小学館） には 「老人夫婦の一方 ,特に女性のほうをさすこ とが多
い。」 と説明があるが， 中国では， 実際には女性にとどま らず， 男性をさすこ と も結構多
い。 若い時 「愛人」 とい う呼称語を用いた夫婦が長く連れ添い， 年を取ると， 「老伴」 とい
う呼称をよ く用いる。 この 「老」 と 「伴」 には一緒に暮ら してきた相手に対する愛情が含
まれていると言えよ う。 夫婦の呼び方は人によって， それぞれ個人差があ り ， 十人十色に




現在の中国語は， 書面で自分の配偶者を言う場合， 夫のこ とは 「丈夫」， 妻について 「妻
子」 を用い， 話し言葉では， それぞれ 「握人」， 「老婆」 を用いるのが普通である。 他人の
妻のこ とは， よ く 「夫人」 とい う。 こ う い う呼称語の前には， 人称代名詞を限定語と して
置く こ とが必要である。 「厘丈夫」， 「厘曇徨」， 「厘握繁」， 「厘社先生」 「他夫人」 などとい














































































































違った言い方をする こ とが多いよ うだが， これに似たこ とは中国語でもある。 プライベー
ト な関係の世界では 「老伴」 「握人」 と言っているだが， あらたま った場であま り親し く な
い人に 「丈夫」 「先生」 あるいは 「妻子」 を用いて， 自分の配偶者を呼ぶ。 これが 「書き言
葉」 での呼び方に相当するわけである。
鈴木孝夫氏は 「言葉と文化」 において， 「現在の日本では， 夫婦がお互いをパパ， ママあ
るいはお父さん， お母さんのよ う に呼び合う こ とが圧倒的に多い。 新婚当時はお互いを名
前で呼んだとい う夫婦もかな り ある。 特に夫だけが妻を名前で呼び， 妻は夫を 「あなた」 の
よ うな代名詞で呼ぶケースは極めて普通である。 と こ ろが， このよ うな夫婦に子供が生ま
れると， 直ちに相互の呼称が， 殆どパパ， ママ， 父さん， 母さんに変わってしま う。」（注8） と
述べておられる。 筆者は中国と日本でそれぞれ 60人を対象に調査を行った。 その結果， 両
国と も夫婦が家で互いに名前を呼びあ う家庭がやは り一番多かった。 ただ， 日本人の家庭
では， 妻が夫に第二人称代名詞 「あなた」 をそのまま用い， 夫婦間の親しみや愛情が表れ
ているよ うな感じがするが， 子供がいれば， 子供を介して 「お父さん」 と 「お母さん」 と
呼ぶのが代表的スタイルのよ うである。 鈴木氏の言われる と通 り で， このよ うな呼び方
が， 日本では圧倒的に多い。 しかし， 中国では， 子供のいる夫婦がお互いに相手を， 子供
の立場からの呼称語を直接使って， 「慰慰」 （お父さん）， 「第第」 （お母さん） と呼ぶ現象は
大変少な く ， 60人のう ち 2人しかいなかった。 これに近い中国語の呼称語と して 「頃徨麿
慰」 （子供の父さん）， 「頃徨麿第」 （子供の母さん） があ り ， きわめて普通に使われる。 子
供を介して相手を呼ぶとい う姿勢は両国語に共通しているが， 中国語の場合， その間接性
が言葉の表に現れる こ とが多いこ とになる。 子供に向かって， その子の祖父や母のこ とを
話す時には 「低勵勵」 （あなたのおじいさん）， 「低第第」 （あなたの母さん） とい う。 前に
も述べたが中国人は， 「輩分」 についての意識が強く ， 「慰慰」 とい う にしても， 誰の父か，
人称代名詞ではっき り と限定する こ とが重要なのである。 中国の労働者や農民はその多く
が自分の配偶者をい う ときに， 「厘社椎笥徨」 「厘榔絃」 「厘椎了」 「頃徨麿慰」 「頃徨麿第」
とい う こ とが多い。 「塁戦議wül? de」 （家の中にいる者）， 「恂傾議 zuòfàn de」 （飯炊きをす
る者） とい う呼称が勤労者の家庭で， 特に経済的に恵まれない年配の人の間で使われてい
たが， 今日の男女平等が提唱されている中国社会ではこ う した呼び方は妻を蔑視する差別
用語だと見られている。 日本人の家庭で普段使われている 「おい」 「ねえ」 「ち ょ っ と」 或
いは 「おまえ」 「あなた」 「きみ」 とい う よ うな呼び方は， 中国ではまと もな呼称語と して
の地位を う る こ とはできず， 夫婦喧嘩の時以外には使わない。
配偶者のこ とを言う表現は日本語よ り中国語の方が語彙と しては多いよ うだ。 「丈夫， 愛
人， 先生， 老公， 析遊， 析育， 輝社議」 に しても， 「妻子， 愛人， 析婆， 榔絃， 析育， 社戦
議， 坪繁， 湊湊， 健繁」 にしてもみな夫婦関係を表わす呼称語である。 しかし， 一人の人が
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そのすべてを日常的に使うのではな く ， 個人の使用範囲は話し手それぞれの社会的背景，
地位， 家庭の状況などから切り離すこ とはできない。 個人の使用語彙の中から話し合う相
手の身分， 話題の内容によって， 呼称語を選択して使用する こ とになる概して言えば， 勤
労者の間では 「厘社椎笥徨」 「厘榔絃」 「厘椎了」 「頃徨麿慰」 「頃徨麿第」 「塁戦議」， 「恂傾
議」 が用いられ， インテリの場合は 「丈夫， 妻子， 愛人， 坪繁」 などを用いられている。 中
国語を習った日本人は中国人と話し合う際， 中年以下の人は 「丈夫， 愛人」 を， 中年以上
の人は 「妻子， 析育」 を用いるのが普通だと心得ておけばよいと私は思う。 「厘榔絃」 とい
う第一人称につけた形で， 若い人や中年の勤労者は使用する こ とが多い。 「老」 のついた





方がかな り荒いよ う に感じ られるのである。 しかし， 一概に言えない面もあって， 日本語
の舅と姑に関する呼び方は中国語よ り多い。
中国語の数多い呼称語の背景には中国特有の宗族 ・ 家族制度の長い歴史がある。 その中
で血縁 ・ 親族関係と序列を重視する こ とによ って， 社会の安定と秩序を保と う とする考え
が儒教の根幹をなす思想の一部となったこ と もあって， 身分， 目上， 目下の関係を細かに
反映する呼称語が非常に発達し， 重んじ られてきた。 たいへん複雑だと も見られるが， 日
常生活の中で， このこ とに無知であった り ,間違えた りすれば， 人間と しての資質が問われ
る。 呼称は， 民族性や時代性が強く ， 社会の変化に伴って言葉の使い方も変わってゆ く も
のである。 呼称語は文化的背景， 地域， 個人の差によ って様々な言い方があるが， 筆者は
中日両国語によ く使われる呼称語を対照しながら， そこに現れる社会や人間関係， 言語習
慣の特質を分析してみた。 外国語の呼称を的確に理解し使う には呼称語の種類の多少， 対
応関係を見るだけでは不十分である。 例えば， 中国語の上手に話せる日本人でも， 大人の
中国人と話をしていて， 相手の親のこ とに言及する際， 「慰慰附悶挫宅 ？ 」 （お父さんは御
元気ですか）｢第第欺純純社肇阻 ｣（母は姉の家へ行きました） とい う よ うなこ とを言う こ と
がよ く ある。 このよ うな呼称の仕方は中国人には子供っぽ く聞こえる。 大人同士の会話で
あれば， 必ず人称代名詞を冠して， 「低慰慰 （艇幻牌） 附悶挫宅 ？ 」 とか， ｢厘第第肇 （厘）




で呼びかけた りする こ とができないが， 中国語の場合は要求される。 例えば， 子供が父親
に向かって 「あなたも行きますか」 とい うのは， 日本語と してはできないが， 中国語で 「艇
匆肇宅？ 」 とは言える。 もちろん， 「慰慰 （艇） 匆肇宅？ 」 と も言える。 呼称語は社会の文
化的， 政治的背景， 伝統 ・ 習慣と密接な関わ り を持っているものであ り ， 呼称習慣の変化
の中に， 逆に社会の変動に伴う人々の考え方の移り変わ りが伺える こ と もよ く ある。
中国では一人っ子政策を実施しているから今の子供たちは兄も姉も弟も妹もいないので
親族関係が次第に簡単にな りつつある。 宗族制度の社会的意味や形にも変容が起きてい く
だろ う と思われる。 親族関係の区別にも とづいて詳細に発達した呼称語を用いてきた中国
語の呼称の仕方にも これから何らかの変化が起こ るかも知れない。
註 ：小稿は愛知大学の中島敏夫先生と山田克利先生に教示を仰いだと こ ろがある。
（註 1） 「九族」 一説では自分を中心に上四代 ,下四代である。
別の一説では父親系四世代， 母親系三世代， 妻の家族二世代だという。
（註 2） 『親族呼称詞典』 吉林教育出版社 1988年 8月
（註 3） 『漢語称謂詞典』 遼寧大学出版社 1988年 8月
（註 4） 姻親は結婚によってできた親戚 .縁者 .姻戚関係で自分と血縁のない親戚を指す。
（註 5） 五・四運動 . 1919年5月4日， 北京の学生たちが列強の中国侵略に抗議したこ とに端を発した反帝反
封建の政治 ・文化運動。
（註 6） 日本語の 「愛人」 は中国語で 「情人」 である。
（註 7） 商務印書館 1996年の （修訂本）
（註 8） 鈴木孝夫 『言葉と文化』 岩波書店 1973年
（註 9） 『査囂簡祉嚥猟晒』 臼奨寄僥竃井芙 1995年 8月
（註 10） 商務印書館 1996年の （修訂本）
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